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交通流のシンプルなモデルとして知られる完全非対称単純排除過程（Totally Asymmetric

Simple Exclusion Prosess，以後略してTASEPと記す)において，定常状態では，分布関数は

ある関数の積の形で書けることが示されている．更にその結果，分配関数と１粒子速度の平均

値がガウスの超幾何関数を使って表わされている [1]．以上の先行研究の結果を受けて，今回

我々は周期境界条件下での定常状態のTASEPの粒子速度相関関数を一般の粒子数について厳

密な計算により求めた．

システムサイズL+N，粒子数L，ホップ確率 p，k ∈ [1, L]とする．定常状態での分布関数が

粒子それぞれに対するある関数の積で表わされていることにより，期待値が粒子の選び方に依

らないことが分かる．実際，任意に選んだ k個の粒子を i1, i2, . . . , ik ∈ [1, L]として，その速度

の積の期待値を計算すると，k粒子速度相関関数がガウスの超幾何関数を用いて，⟨
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と粒子の個数だけに依存し，その選び方には依らない形で表わされることが分かる．更に，速

度相関関数を用いた応用の一つとして，定常状態での速度共分散を求めた．任意に選んだ二つ

の粒子の速度を v1，v2と書くことにし、速度共分散は次のように表わすことが出来る．
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(0 < p < 1, L ≥ 2, N ≥ 1)

速度共分散は [1]で用いられた熱力学的極限の計算手法を用い，粒子密度 ρ = L/(L+N)の値

を一定に保ちながら，システムサイズK ≡ L+N についてK → ∞の極限をとることにより
ゼロであることを示すことができる．本講演では上に述べた計算結果について，より詳細に議

論を行う．
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図 1: 密度に対する速度共分散．

図１:K=100，p=0.5．実線:理論値，点:シミュ

レーションから得られた速度共分散の値．
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